
遜
分
が
あ
っ
た
で
あ
ら
う
ご
推
論
す
る
以
上
に
は
、
…
進
ん

で
断
定
を
下
し
得
な
い
の
で
あ
る
。

　
註
脚
　
ぎ
ド
一
”
。
。
・
　
　
註
＝
　
藍
儀
｝
“
α
・
　
　
駐
關
昌
　
圃
ぴ
峯
ど
日
。
。
・

註
四
　
ね
霧
9
業
障
り
。
℃
・
。
鮮
も
Q
・
H
o
Q
Q
・
及
識
　
　
H
o
継
・
　
駐
五
　
財
。
ド

H
ρ
H
H
…
b
d
ロ
蔓
・
o
唱
・
o
三
唱
℃
●
H
O
q
。
一
及
馳
9
　
　
秘
匿
　
娼
。
囹
●
H
’
賢
歌
脚

。。

_
凸
・
　
騨
七
　
筐
似
。
。
り
堅
。
・
　
註
八
b
ゴ
留
タ
。
や
。
博
p
国
¢
。
。
．

謎
九
　
帥
ぴ
耳
嬉
・
回
O
駅
　
ω
g
。
導
臣
一
ち
や
簿
．
ω
．
回
緩
嚇
及
謎

支
那
都
邑
の
城
郭
ご
其
の
起
原

交
學
士
　
那

波

利

貞

胸

　
城
郭
の
築
造
は
古
昔
支
那
に
曾
て
の
偉
大
に
し
て
顯
著

な
る
建
築
工
事
の
一
種
に
し
て
之
を
分
類
す
れ
ば
長
城
の

築
造
ご
都
邑
周
圃
の
城
壁
の
築
造
ご
に
二
大
別
す
る
こ
ご

が
出
郷
る
。
此
の
中
の
前
者
な
る
長
城
の
築
造
に
就
い
て

は
之
が
世
界
的
に
著
名
な
る
事
貿
な
る
が
爲
に
、
之
を
研

究
す
る
異
者
も
相
當
に
存
し
、
讐
へ
ば
清
の
顧
炎
武
が
『
由

束
考
古
録
』
に
於
て
其
の
遽
蹟
を
研
究
す
る
が
如
く
、
支
那

　
　
　
第
十
・
巷
　
　
研
　
究
　
　
支
那
榔
邑
の
城
郭
s
興
の
越
原

日
本
の
學
者
は
勿
論
、
西
洋
の
支
那
學
者
も
大
に
之
に
留

意
し
て
を
爵
勲
ヨ
田
聡
塊
Ω
亀
氏
の
目
帯
Ω
掃
簿
壽
に

O
h
∩
露
街
．
（
お
Q
P
ピ
。
昌
自
9
ご
の
如
く
長
城
の
築
造
を
軍

事
的
政
治
的
將
た
交
化
的
に
解
零
せ
む
ご
試
む
る
學
者
さ

へ
出
て
撃
て
居
る
。

　
然
る
に
其
の
後
者
な
る
都
邑
弊
宅
の
城
壁
築
造
に
就
い
・

て
は
其
の
事
實
が
古
代
よ
ザ
あ
ま
り
に
普
遍
的
な
る
が
爲

か
、
將
π
．
雪
見
に
慣
れ
て
特
別
の
注
意
を
致
さ
ざ
る
が
爲

か
、
之
を
深
く
研
究
し
た
る
者
が
稀
な
る
か
の
機
に
見
受

　
　
　
　
　
　
　
第
ご
號
　
　
　
一
一
　
（
二
〇
三
）



　
　
　
第
十
巻
　
　
碑
　
究
　
　
支
那
都
邑
の
城
郭
ぜ
巽
の
超
原

け
ら
れ
る
。
尤
も
交
學
博
士
大
類
二
心
が
其
の
磐
『
城
郭

　
　
　
　
　
　
　
あ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も
　
　
カ

之
研
究
一
に
於
て
市
邑
ご
山
城
ご
題
す
る
一
箇
中
に
支
那

の
城
郭
、
支
那
城
郭
の
形
式
、
支
那
城
郭
の
性
質
等
の
数

項
を
立
て
、
多
少
此
の
問
題
に
論
及
せ
ら
れ
あ
る
も
之
は

本
邦
の
城
郭
研
究
を
以
て
主
な
る
研
究
謝
嫁
ご
せ
ら
る
、

も
の
な
る
．
故
、
支
那
の
城
郭
に
就
き
て
特
に
氏
の
藏
蓄
を

傾
淫
す
る
必
要
も
な
け
れ
ば
比
較
的
鮪
軍
に
述
べ
ら
れ
あ
．

る
に
過
ぎ
ぬ
。

　
併
し
支
那
都
邑
周
流
の
城
郭
な
る
も
の
は
軍
事
的
に
も

政
治
的
に
も
将
元
淵
瀬
的
に
も
支
那
喉
越
研
究
上
重
要
奪

る
意
義
の
存
す
る
も
の
に
し
て
、
之
を
築
造
す
る
民
族
性

心
理
の
如
何
を
考
察
し
其
の
政
治
的
、
就
労
的
、
経
濟

的
、
文
化
的
影
饗
等
を
考
察
、
3
る
は
必
要
な
る
こ
ご
か
ご

」
思
ふ
Q
但
し
此
の
研
究
は
大
問
題
に
し
て
潔
く
短
篇
な
る

論
著
の
説
き
避
く
し
得
ざ
る
も
の
な
れ
ば
、
先
づ
叢
に
は

都
邑
の
讐
建
ご
城
郭
築
造
ビ
の
陶
係
を
槻
察
し
施
き
て
其

の
麹
原
に
就
い
て
聯
か
榔
見
を
述
べ
以
て
大
方
諸
賢
の
是

　
　
　
　
　
　
　
第
二
號

正
を
侯
つ
こ
ざ
、
す
る
◎

二

一
二
　
（
二
〇
購
）

　
支
那
に
於
け
る
都
邑
が
或
は
府
城
ご
謂
ひ
或
は
縣
城
ゼ

調
は
れ
て
、
大
抵
其
の
周
鯛
に
城
壁
を
嗣
翻
せ
る
こ
芝
は

何
人
も
熟
知
す
る
所
の
事
實
に
し
て
、
之
は
相
當
の
右
代

よ
b
然
る
も
の
で
あ
う
、
支
那
人
並
ら
も
亦
所
謂
「
城
郭
・

之
民
」
を
以
て
宮
任
せ
る
の
で
あ
る
。
然
れ
ば
古
く
遠
く

西
洋
の
事
情
に
通
せ
す
し
て
唯
周
國
の
水
草
を
逐
ひ
て
遊

牧
生
活
を
醸
せ
る
諸
民
族
即
ち
支
那
人
の
所
謂
「
行
國
之

民
」
の
み
あ
る
を
知
れ
る
時
代
に
於
け
る
支
那
人
は
．
膚

ら
が
所
謂
「
城
郭
之
民
」
た
る
こ
ご
は
支
那
入
の
醗
特
で

あ
る
ご
訊
妬
へ
た
る
に
．
相
撫
愚
な
い
Q
之
を
史
實
に
徴
す
る
に
、

周
代
の
犬
戎
、
撚
欝
の
如
き
、
漢
代
の
飼
奴
の
如
き
胡
族

は
支
那
吏
籍
の
記
す
る
所
を
信
ず
れ
ば
皆
支
那
人
の
所
謂

「
行
國
之
民
」
に
し
て
而
し
て
其
の
開
化
の
程
度
は
恒
に
支

那
人
よ
り
も
低
級
な
り
し
か
ば
、
蹴
出
は
何
れ
も
「
行
圃



之
民
」
な
う
、
「
城
郭
之
民
」
な
ら
ざ
る
者
は
未
開
人
な
り

ご
支
那
人
に
考
へ
し
む
る
に
至
り
し
も
、
當
時
の
煽
情
よ

り
湖
れ
ば
決
し
て
無
理
な
ら
ぬ
こ
ご
で
あ
る
◎
叉
實
際
所

謂
「
行
國
之
民
」
た
る
問
に
は
都
邑
の
登
達
す
る
課
も
な

け
れ
ば
文
化
の
盛
ご
な
る
筈
も
無
く
、
而
し
て
城
郭
は
強

ち
其
の
位
澄
の
永
綾
性
に
富
み
て
都
邑
褒
驚
の
纂
を
爲
す

も
の
な
れ
ば
、
所
謂
「
城
郭
之
民
」
の
有
す
る
文
明
が
恒

に
所
謂
「
行
國
之
民
」
の
有
す
る
そ
れ
よ
り
も
高
級
な
る

は
東
西
古
今
の
吏
實
の
明
か
に
語
れ
る
現
象
で
あ
り
、
古

く
よ
り
「
城
郭
之
民
」
な
り
し
支
那
人
が
之
を
以
て
民
族

的
於
侍
の
一
條
件
ご
考
へ
た
る
も
確
に
理
論
上
綴
歯
あ
り

ご
謂
は
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

之
を
史
書
の
上
に
徴
す
る
に
、
彼
等
支
那
人
が
漢
代
に

入
り
て
漸
く
酉
域
諸
國
の
事
情
に
蓮
す
る
や
、
西
域
諸
國

，
甲
に
も
彼
等
ご
同
楼
に
所
謂
「
城
郭
温
習
」
の
國
々
あ
る

こ
ご
を
知
う
て
深
く
之
に
注
意
し
、
西
域
諸
國
の
記
載
を

爲
す
に
當
り
て
は
一
々
綿
密
に
其
の
「
城
郭
之
民
」
な
り

　
　
　
第
十
巷
　
　
研
兜
　
　
支
郷
都
芭
の
城
郭
ぜ
奨
の
起
療

や
「
行
國
之
民
」
な
り
や
を
記
載
せ
し
も
、
其
の
淵
源
を

穿
堕
す
れ
ば
畢
寛
「
城
郭
之
民
」
な
る
繁
々
に
敬
意
を
表

し
、
施
き
て
支
那
人
膚
ら
「
城
郭
郷
民
」
た
る
こ
ご
の
民

族
的
濟
侍
を
傷
け
ざ
ら
む
ご
す
る
民
族
性
心
理
よ
り
縁
由

し
た
る
も
の
か
ご
察
せ
ら
れ
る
。
『
漢
書
』
の
西
域
傳
な
ざ

を
一
覧
し
て
も
其
の
上
篇
に
は
、

　
西
城
諸
國
リ
火
戦
土
著
。
有
城
郭
田
畜
。
與
飼
黒
鳥
孫
異
俗
。

　
ご
記
し
て
「
行
國
平
民
」
だ
る
旬
奴
な
ご
ε
異
な
る
こ

ご
を
特
に
指
摘
し
て
居
り
、
又
磐
へ
ば
其
の
大
月
氏
國
の

廉
こ
よ
、

頃
を
を

　
大
月
氏
。
本
行
國
也
。
随
論
題
縫
。
與
旬
奴
同
俗
。
控
弛
十
係

　
萬
。
故
彊
輕
旬
奴
。
本
居
敦
焼
肝
臓
間
、
至
胃
頓
聡
予
攻
破
月

　
氏
。
鴬
野
上
程
予
翌
月
氏
Q
：
・
…
月
書
置
遽
去
過
大
宛
。
西
撃

　
大
乱
幕
臣
之
。
都
雨
水
北
儒
王
庭
。

　
ε
記
し
て
、
當
時
堂
々
こ
し
て
所
謂
監
県
界
に
都
せ
る

「
城
郭
之
民
」
た
る
大
月
姦
物
の
記
載
を
爲
す
に
當
う
て

も
、
特
に
大
月
氏
國
が
支
那
入
の
如
く
本
意
的
の
「
城
郭

　
　
　
　
　
　
　
　
第
二
號
　
　
　
一
三
　
（
二
〇
五
）



　
　
　
第
や
巷
研
究
轟
琶
の
域
警
巷
崇

之
民
」
た
り
し
も
の
に
は
縛
す
し
て
、
箕
ハ
の
民
族
的
素
性

を
究
明
す
肪
ば
古
く
は
「
行
革
之
民
」
た
う
し
國
な
皇

記
し
て
、
暗
嚢
に
本
章
的
の
「
城
郭
塵
隠
」
た
る
支
那

入
と
は
民
族
的
素
性
を
異
に
す
る
こ
ご
を
指
摘
し
て
居
る

こ
れ
實
に
支
那
人
が
古
代
よ
b
其
の
周
團
の
「
行
國
之
民
」

の
間
に
鶏
群
の
一
鶴
の
如
く
薫
り
「
城
郭
領
民
」
ビ
し
て

先
進
開
化
國
の
名
瀬
を
庵
ち
得
た
る
こ
ご
を
於
特
ビ
す
る

民
族
性
心
理
の
存
せ
し
こ
ε
を
謹
糠
立
つ
る
記
載
な
ら
む

か
ビ
思
は
れ
る
。
果
し
て
然
ら
ば
．
支
那
人
は
其
の
膚
ら

衿
れ
る
如
く
、
極
め
て
太
古
時
代
よ
り
夙
に
所
謂
「
城
郭

皇
民
」
こ
し
て
其
の
密
集
部
落
都
邑
の
三
園
に
恒
に
城
壁

を
築
造
し
て
生
活
し
た
る
も
の
な
る
歎
。
又
後
世
に
出
て

も
都
邑
の
螢
建
に
は
必
ず
先
づ
城
壁
を
團
緯
築
造
し
て
、

而
し
て
後
に
城
内
市
街
の
施
設
登
達
に
努
力
し
た
る
も
の

な
る
鰍
。

三

　
　
　
　
　
　
　
筑
卍
一
一
號
　
　
　
　
一
四
　
　
（
二
〇
山
ハ
）

　
弱
毒
理
論
上
都
邑
の
周
園
に
城
郭
を
園
饒
築
造
す
る
に

は
二
つ
の
場
合
が
有
り
得
る
。
其
の
一
は
都
邑
を
麟
建
す

る
に
當
り
警
め
之
を
計
書
し
て
先
づ
其
の
周
回
の
城
壁
を

築
造
し
て
郊
村
こ
の
地
理
的
遜
劃
を
乱
し
而
し
て
後
に
城

内
に
誹
言
し
て
の
設
備
を
化
す
も
の
で
あ
る
。
之
は
釦

ち
都
邑
の
設
遣
せ
ら
る
、
ビ
同
時
に
木
，
土
．
礒
等
の
何

か
の
材
料
を
以
て
其
の
周
團
に
城
壁
を
築
造
す
る
も
の
で

あ
る
。
斯
か
る
實
例
が
支
那
古
代
に
あ
り
ゃ
ご
謂
へ
ば
吾

人
は
周
の
東
都
洛
邑
を
暴
ぐ
る
に
躊
躇
し
な
い
の
で
あ
る

其
の
理
由
は
『
罫
書
』
の
中
に
て
も
比
較
的
信
襟
す
る
に

足
る
べ
き
『
召
譜
』
や
『
洛
詰
』
の
記
載
に
之
を
護
糠
立
つ

る
文
句
が
見
ゆ
る
が
故
で
あ
る
。
『
即
詰
』
の
中
に
曰
く
、

　
予
野
里
卯
朝
．
至
子
洛
師
。
我
卜
河
軒
瓦
水
。
我
乃
卜
澗
水
東
。

　
量
水
西
。
惟
洛
食
。
我
叉
卜
湛
水
束
。
亦
惟
三
食
。
俘
來
以
圖

　
及
獄
卜

『
逸
澗
書
』
の
「
作
稚
解
し
に
も
其
の
城
邪
の
こ
ご
を
傳

へ
、
要
す
る
に
洛
邑
の
管
建
に
隔
り
て
は
召
公
爽
先
づ
其

、



の
地
勢
を
相
し
次
で
周
公
議
口
ら
も
門
地
の
踏
査
を
試

み
．
吉
凶
を
ト
ひ
土
地
を
測
量
し
地
圖
を
も
製
作
し
て
其

の
成
就
後
萬
一
の
遺
漏
不
備
無
か
ら
む
ご
ε
を
期
し
て
訂

書
し
た
る
こ
ε
が
分
明
で
あ
り
、
其
の
周
旋
の
城
壁
の
如

き
も
恐
く
は
土
城
な
り
し
な
ら
む
が
、
洛
雷
門
建
の
當
初

よ
b
築
造
せ
ら
れ
た
る
こ
ビ
殆
ん
ど
疑
を
容
れ
得
な
い
ご

思
ふ
。

　
其
の
こ
は
先
づ
糧
道
的
に
他
の
諸
種
の
理
霞
よ
り
入
方

が
稠
密
し
て
密
集
部
落
の
都
邑
が
獲
生
し
、
之
が
相
當
の

都
邑
こ
な
り
て
後
、
外
敵
防
禦
其
他
の
目
的
よ
う
其
の
周

園
に
城
壁
の
築
造
せ
ら
る
、
場
合
で
あ
る
。
斯
か
・
る
實
例

が
支
那
古
代
に
有
り
ゃ
ご
謂
へ
ば
、
吾
人
は
前
漢
の
首
都

な
る
長
安
を
例
こ
し
墨
ぐ
る
に
躊
躇
せ
ざ
る
も
の
で
あ

る
。
　
從
來
漢
の
首
都
な
る
長
安
の
城
壁
が
支
那
都
邑
面
癖
の

　
　
　
　
　
　
　
　
プ
　
ラ
　
ン

例
に
洩
れ
て
、
其
の
叢
書
圖
が
正
方
形
に
も
非
す
、
長
方

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
プ
　
ラ
　
ン

形
に
も
あ
ら
す
極
め
て
不
娩
則
な
る
歪
形
の
軍
面
圖
を
爲

　
　
　
第
十
巻
　
　
研
　
究
　
　
支
那
郷
邑
の
城
郭
定
其
の
起
原

し
、
其
の
上
支
那
の
習
慣
こ
し
て
は
其
の
宮
城
の
正
阻
な

る
闘
門
が
南
城
壁
に
向
っ
て
存
在
す
べ
き
筈
な
る
に
も
係

ら
す
、
漢
の
長
安
に
限
り
て
は
北
闘
、
束
闘
ご
呼
禰
せ
ら
れ

た
る
黙
り
未
央
宮
の
正
円
が
一
．
一
二
あ
り
て
北
城
壁
ε
東
城

壁
と
に
向
っ
て
之
が
設
け
ら
れ
π
る
こ
ビ
に
つ
き
て
吾
人

は
久
し
く
疑
問
を
抱
懐
す
る
者
で
あ
る
。
之
に
鋼
す
る
支

那
人
の
解
繹
は
實
に
窮
屈
な
る
説
明
を
致
し
、
讐
へ
ば
宋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ブ
　
う

の
宋
敏
求
の
『
長
安
志
圖
』
頭
上
に
は
其
の
城
壁
の
李
面

ン圖
の
不
規
則
な
る
歪
形
を
説
渇
し
て

　
一
城
制
南
爲
需
柵
駆
馳
。
北
爲
北
斗
形
。
爾
川
六
十
｝
瓜
田
出
。
十
・
二
門
日
。

　
八
街
九
陪
九
市
十
一
里
。
熱
地
九
百
七
十
三
頃
。

ご
謂
っ
て
居
る
。
併
し
之
は
鄙
見
を
易
、
す
れ
ば
毫
も

取
る
に
足
ら
ざ
る
附
會
の
解
繹
な
ら
む
ε
考
へ
ら
れ
る
。

　
抑
3
漢
の
長
安
は
周
の
洛
邑
の
如
く
三
々
蕪
々
た
る
李

地
に
新
に
設
計
し
た
る
首
都
で
は
な
く
、
秦
代
以
豪
溜
疎

の
南
は
皇
帝
遊
豫
の
属
地
ご
し
て
旨
々
に
秦
の
離
宮
の
建

設
せ
ら
れ
居
り
し
地
域
に
し
て
、
漢
代
に
入
り
て
或
は
秦

　
　
　
　
　
　
　
第
二
瀧
　
　
　
　
一
五
　
（
二
〇
七
）



　
　
　
策
十
巻
　
　
研
　
究
　
　
支
灘
都
邑
の
銃
郭
亡
其
の
蓮
原

の
故
宮
駈
を
利
用
し
或
は
新
に
設
計
し
て
琵
の
地
域
に
淫

年
的
に
宮
殿
を
螢
古
し
、
其
の
首
都
な
る
が
爲
に
十
徐
年

の
歳
月
の
潤
に
人
民
緩
ま
り
住
み
て
大
市
街
を
成
就
し
た

る
も
の
で
あ
る
ご
思
ふ
。
其
の
謹
直
は
『
漢
書
』
高
館
本

紀
の
記
載
に
徴
し
て
も
明
瞭
で
あ
り
、
又
漢
の
白
鷺
氏
撰

の
『
三
輔
黄
圖
』
憲
二
漢
宮
の
條
の
記
載
に
徴
し
て
も
明

．
瞭
で
あ
る
。
『
三
輔
黄
圖
』
漢
宮
の
條
に
は
、

　
長
遷
宮
。
本
寒
暑
興
梅
宮
也
。
高
皇
帝
始
贋
砲
門
Q
七
年
長
男

　
宮
成
。
徒
居
長
安
城
。
三
輔
薔
事
宮
殿
羽
扇
日
。
興
樂
軽
質
始

　
塁
壁
ゆ
漢
修
飾
之
。

　
未
央
宮
。
漢
書
日
。
高
租
七
年
蒲
何
遣
未
央
宮
。
立
東
閾
北
闘

　
前
殿
武
康
太
倉
⑩
上
見
箆
鷺
麗
之
甚
。
二
日
。
天
下
旬
旬
蓄
蔵

　
撒
歳
。
成
敗
禾
可
知
。
是
何
漁
宮
室
巡
度
也
。

　
ご
あ
れ
ば
、
秦
の
興
樂
宮
を
修
飾
し
て
鴻
塵
．
、
臨
華
殿
、

温
室
殿
、
信
宮
殿
、
長
秋
殿
　
永
壽
殿
．
永
寧
殿
の
舞
殿

の
集
ま
り
て
一
群
を
爲
す
所
の
長
樂
宮
が
先
づ
高
租
の
即

位
七
年
の
臓
に
成
就
し
而
も
之
が
秦
の
興
樂
宮
を
利
用
修

　
　
　
　
　
　
　
　
第
二
號
　
　
　
　
「
山
ハ
　
（
二
〇
入
）

癒
し
た
る
も
の
な
れ
ば
、
其
の
位
置
も
亦
自
ら
秦
代
の
奮

位
澱
に
限
定
せ
ら
れ
た
る
も
の
で
あ
り
、
宣
室
殿
、
－
麟
麟

殿
、
金
華
殿
、
承
明
殿
、
武
豪
．
鈎
芙
殿
、
壽
成
殿
、
萬

歳
殿
、
清
涼
殿
等
の
諸
殿
の
集
ま
り
て
一
群
を
爲
す
所
の

未
央
宮
も
亦
同
年
に
成
就
し
た
の
で
あ
る
。
但
し
未
央
宮

の
方
は
特
に
苗
代
の
故
宮
を
利
用
し
て
修
飾
し
だ
る
も
の

に
は
非
す
し
て
、
薫
何
が
新
に
計
書
し
た
る
も
の
で
其
の

位
遣
に
就
き
て
は
長
母
宮
の
如
き
人
軽
蔑
傳
統
的
の
制
限

は
受
け
ざ
り
し
も
、
龍
首
山
ご
謂
ふ
山
を
利
用
し
居
れ
ば

其
の
位
置
に
天
然
の
地
勢
的
制
限
を
受
け
た
る
こ
ご
は
疑

ふ
べ
か
ら
す
。
從
っ
て
漏
水
の
南
に
歳
次
を
同
じ
く
し
て

成
就
し
た
る
長
軸
未
央
の
二
宮
殿
は
一
は
人
爲
的
傳
統
的

に
一
は
天
然
の
地
勢
的
に
、
各
々
其
の
位
麗
に
制
限
を
受

け
て
、
’
結
局
長
銀
宮
は
束
に
、
・
未
央
宮
は
西
に
、
互
に
相

當
の
距
離
を
隔
て
、
並
び
位
厚
し
た
る
諜
ご
な
っ
た
の
で

あ
る
。

　
清
水
の
南
に
秦
代
の
離
宮
の
讐
造
せ
ら
れ
た
る
持
伝
、



該
地
方
は
秦
都
成
陽
の
墨
水
勤
岸
の
一
地
方
だ
る
に
…
過
ぎ

す
し
て
勿
論
都
邑
に
も
非
ざ
れ
ば
、
興
樂
宮
等
が
謂
は
や

御
用
邸
風
に
馨
嘱
せ
ら
れ
た
る
に
止
ま
り
、
都
城
こ
し
て

の
城
壁
の
築
造
せ
㌧
ら
れ
居
り
た
る
筈
は
無
く
、
從
っ
て
漢

初
回
樂
未
央
の
二
宮
殿
の
成
就
し
た
る
時
に
も
二
宮
を
中

に
抱
擁
す
る
大
城
壁
の
存
在
せ
し
繹
は
な
く
、
好
漢
初
に

早
く
大
城
壁
を
園
緯
築
造
せ
し
記
録
も
見
當
ら
ぬ
。
郎
ち

二
宮
及
び
其
の
周
躍
の
市
街
を
抱
擁
す
る
長
安
城
の
城
壁

は
漢
初
に
は
存
在
せ
ざ
り
し
に
相
違
な
く
、
高
義
の
五
年

齊
人
婁
敬
の
勘
に
、
依
り
此
の
地
が
漢
の
首
都
ご
莫
め
ら
れ

て
以
來
、
皇
居
は
存
在
し
政
命
の
登
動
地
ご
な
り
人
煙
日

に
月
に
稠
密
を
加
へ
逮
に
大
都
邑
こ
し
て
繁
昌
せ
し
か
ば

追
々
ご
其
の
嗣
圃
に
築
城
す
る
の
議
盛
ビ
な
り
、
途
に
悪

言
の
時
代
に
至
り
て
之
を
血
潮
的
に
實
現
せ
し
も
の
な
る

を
知
る
。
其
の
謹
左
は
『
漢
書
』
恵
帝
本
紀
に
次
の
如
く

散
見
し
て
居
る
。

　
元
年
。
…
…
春
正
月
城
長
安
。

　
　
　
第
十
巷
　
　
研
　
究
　
　
丈
那
都
邑
の
城
郭
ミ
鷺
ハ
の
趨
原

　
三
鮎
牛
春
。
琳
麓
長
」
安
六
百
里
内
男
女
十
四
…
傷
六
千
・
人
っ
城
長
安
σ

　
三
＋
口
罷
。
醐
徽
洲
轡

　
（
三
年
・
）
：
・
・
：
六
月
獲
烈
醜
侯
王
列
臓
門
徒
隷
二
“
高
人
O
城
幕
ハ
・
安
〇

　
五
蕉
r
。
・
：
：
心
弾
｝
止
口
月
G
復
養
．
長
安
六
百
里
…
内
男
女
・
↑
四
弗
満
五
千

　
入
。
城
長
安
、
三
十
田
罷
、
…
…
九
月
。
畏
安
城
成
。
賜
艮
爵

　
戸
一
級
。

　
諏
ハ
年
夏
淵
ハ
円
月
0
・
：
：
・
起
髭
搭
安
西
中
巾
σ
修
敷
凸
籍
。

　
師
ち
惑
帝
の
時
代
に
於
て
五
嗣
に
分
っ
て
長
安
城
を
築

造
し
た
る
こ
ご
を
知
る
べ
く
『
資
治
雲
斗
』
葱
帝
の
條
に

　
元
年
。
…
…
春
正
月
。
始
作
長
安
城
西
北
方
。

　
其
の
注
に
、

　
遷
都
．
長
安
。
薫
何
難
治
宮
室
。
未
暇
築
城
。
（
恵
）
帝
始
築
之
。

　
至
五
年
乃
．
畢
、
放
婁
以
凶
事
。

　
ε
あ
れ
ば
、
先
づ
其
の
元
年
に
未
央
宮
の
西
方
及
び
北

方
に
搾
る
方
面
よ
与
築
城
工
事
を
開
始
し
、
元
年
悲
、
三

年
藩
、
三
年
夏
、
五
年
春
、
五
年
秋
の
忌
門
に
分
ち
て
長

樂
未
央
爾
宮
を
中
心
ご
す
る
大
都
邑
を
城
壁
を
以
て
園
続

し
以
て
完
全
な
る
漢
の
首
都
長
安
城
を
完
成
し
、
而
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
第
二
號
　
　
　
一
七
　
（
二
〇
九
）



　
　
　
筑
十
懇
　
　
研
究
　
　
支
沸
都
邑
の
城
郭
亡
其
の
趨
原

徐
に
市
街
を
整
頓
し
て
薄
市
を
起
し
な
ざ
し
た
・
O
こ
ご
を

．
卸
り
得
る
。
　
こ
れ
即
了
う
入
家
稠
越
囎
・
し
畑
一
合
田
の
・
瀧
欝
巴
ご
た
ぐ
9

て
而
し
て
後
に
其
の
嗣
殿
の
城
壁
を
築
造
す
る
こ
ご
の
あ

る
適
例
な
ら
む
ε
思
は
れ
る
。

　
此
の
第
二
の
場
合
に
於
て
は
城
壁
築
造
に
先
ち
て
般
歪

な
る
市
街
は
既
に
存
在
し
て
居
る
の
で
あ
る
。
而
し
て
市

街
の
獲
達
を
磨
然
的
に
放
置
し
た
る
時
に
、
其
の
聖
域
が

正
方
形
叉
は
長
方
形
乃
至
何
等
か
の
規
則
的
な
る
形
に
膨

脹
嶺
達
す
る
こ
ご
は
稀
有
に
し
て
大
抵
の
場
合
は
不
規
則

な
る
膨
脹
を
算
し
易
い
。
此
の
不
規
愚
な
る
歪
形
に
膨
脹

登
達
せ
し
市
街
匪
域
に
何
等
の
都
市
計
書
の
斧
銀
を
も
加

へ
す
し
て
其
の
儘
城
壁
を
以
て
之
を
團
饒
す
る
時
は
、
城

　
　
プ
　
ラ
　
ン

壁
の
誌
面
織
も
亦
た
相
似
形
に
甚
だ
不
規
刻
な
る
形
を
現

す
べ
き
は
自
明
の
理
で
あ
り
、
…
漢
の
長
安
城
の
城
壁
が
前

掲
の
『
長
安
志
圃
］
に
傳
ふ
る
が
如
／
＼
又
『
三
歯
周
圖
』

の
漢
長
安
故
城
の
條
の
記
載
に
、

　
城
南
爲
南
台
形
。
北
爲
北
斗
形
。
海
馬
，
人
並
漢
京
城
爲
箕
輪
。

　
　
　
　
　
　
　
肇
二
號
　
　
一
入
（
二
｝
○
）

　
ご
あ
る
傳
説
を
生
せ
し
が
如
き
程
不
規
鋼
な
る
も
の
ε

な
り
し
紙
、
蓋
し
右
に
叙
ふ
る
研
…
の
事
息
椚
よ
り
緑
由
　
す
る

も
の
な
る
べ
く
、
北
に
横
は
れ
る
溜
水
が
未
央
宮
の
北
に

て
差
し
邉
り
、
長
樂
宮
の
北
に
て
遠
く
距
た
り
た
れ
ば
長

安
城
南
方
三
門
な
る
西
安
門
、
安
門
、
覆
盤
門
を
賂
｝
直

線
上
に
置
き
て
爾
城
壁
を
計
書
し
、
而
し
て
之
ご
直
角
を

回
す
覇
城
門
清
開
門
宣
李
門
の
三
門
を
有
す
る
東
城
壁
を

計
書
し
、
此
の
南
東
二
城
壁
の
長
き
を
以
て
矩
形
を
作
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
プ
　
ラ
　
ン

ば
清
水
の
流
は
其
の
矩
形
李
面
々
の
西
北
隅
に
て
城
内
を

掠
め
貫
き
築
城
工
事
上
、
將
た
軍
事
上
甚
だ
面
倒
な
る
こ

ご
、
な
る
諜
な
れ
ば
、
既
の
爾
北
隅
に
て
濡
水
の
流
を
城

外
に
排
遇
す
る
襟
な
さ
む
に
は
、
自
然
の
勢
上
如
何
し
て

も
長
安
城
の
西
北
隅
H
帯
の
城
壁
の
築
造
に
當
り
て
之
を

便
宜
的
に
鎌
入
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
邸
ち
北
城
壁
中
央
の

門
な
る
洛
城
門
邉
に
て
該
門
以
西
の
北
城
壁
の
西
牢
部
を

南
方
に
移
動
し
て
位
概
す
る
黙
思
叢
築
造
し
、
又
西
城
壁

の
北
邊
の
門
な
る
、
雍
門
附
近
に
て
其
の
中
央
の
門
な
る
直



城
門
以
北
の
西
城
壁
を
東
方
に
歪
曲
し
て
計
書
築
造
し
、

以
て
明
光
宮
、
親
藩
、
鷺
宮
の
宮
殿
の
北
方
に
於
て
長
安

城
の
西
北
隅
一
帯
の
城
壁
が
数
次
の
屈
曲
を
下
し
て
南
方

に
歪
嘉
す
る
様
計
叢
怨
言
せ
ら
れ
た
る
は
、
こ
れ
要
す
る

に
比
較
的
東
北
方
へ
偏
し
て
書
斎
的
に
制
限
位
概
せ
し
め

ら
れ
た
る
長
樂
宮
を
も
城
中
に
抱
擁
せ
し
む
る
ご
共
に
、

比
較
的
酉
南
方
へ
偏
し
て
落
首
山
に
依
り
て
地
勢
的
に
禰

限
位
置
せ
し
め
ら
れ
た
る
未
央
宮
を
も
其
の
中
に
抱
擁
せ

し
む
べ
く
、
麓
ハ
の
上
未
央
宮
の
北
方
に
差
し
迫
れ
る
聡
警

の
流
を
も
城
外
に
排
託
す
べ
く
、
後
よ
り
城
壁
を
築
造
し

た
る
が
爲
に
趨
り
し
現
象
に
し
て
、
漢
が
宮
殿
に
先
ち
て

長
安
城
を
計
叢
し
、
宮
殿
の
位
置
ご
溜
水
の
流
ご
よ
う
線

蔵
す
る
制
限
を
受
け
す
し
て
築
城
し
た
る
な
ら
む
時
に
は

斯
の
如
き
不
規
期
な
る
も
の
は
計
書
せ
ざ
り
し
に
和
違
な

い
．
之
を
南
斗
北
斗
の
形
を
以
て
説
明
せ
む
ご
す
る
が
如

き
は
畢
寛
其
の
成
就
せ
し
結
果
の
輪
形
に
謁
し
て
後
よ
り

作
ら
れ
だ
る
附
會
の
解
騨
に
懸
ぎ
ざ
る
べ
し
ご
思
は
れ
、

　
　
　
第
十
巷
　
　
研
　
究
　
　
支
郷
猫
邑
の
誠
郭
芝
典
の
趨
顔

こ
れ
漢
の
長
安
城
が
先
づ
宮
殿
市
街
が
登
達
し
、
之
に
蓬

れ
て
周
幽
の
城
壁
の
築
造
せ
ら
れ
た
る
讃
左
で
あ
り
、
以

て
吾
人
の
所
謂
都
邑
周
囲
の
城
壁
築
造
の
第
二
の
場
合
の

適
例
こ
す
る
に
足
る
で
あ
ら
う
ご
思
ふ
。

　
禽
ほ
北
闘
束
帯
に
開
し
て
も
鄙
見
を
以
て
す
れ
ば
未
央

宮
の
養
魚
が
長
安
城
の
西
南
隅
に
属
せ
る
爲
、
未
央
宮
の

南
門
外
西
門
外
は
比
較
的
各
々
南
城
壁
西
城
壁
ご
の
間
の

距
離
短
か
く
、
之
を
以
て
し
て
は
宮
城
外
の
滋
路
施
設
こ

か
樹
木
の
配
植
ε
か
都
て
皇
居
の
壮
麗
を
加
ふ
べ
き
施
設

を
乾
す
こ
ご
が
出
來
ぬ
Q
之
に
反
し
未
央
宮
の
北
門
外
、

東
門
外
は
其
の
各
々
北
城
黒
総
城
壁
こ
の
問
の
距
離
大
に

緩
々
ご
し
て
無
煙
も
稠
密
し
道
路
も
坦
々
ビ
開
か
れ
得
べ

く
、
皇
民
使
節
の
入
朝
等
に
當
り
て
も
北
城
壁
の
洛
城
門
、

又
は
東
城
壁
の
清
明
門
前
城
円
型
を
入
り
て
後
の
長
安
城

中
の
景
物
は
大
に
漢
廷
の
威
風
を
示
す
に
適
當
な
れ
ば
、

之
の
事
情
に
黒
黒
す
べ
く
未
央
宮
に
在
b
て
も
其
の
北
門

ご
東
門
ご
を
、
改
め
て
正
円
こ
し
て
所
謂
北
閾
束
闘
ご
致

　
　
　
　
　
　
　
第
二
號
　
　
一
九
（
一
二
一
）



＼

　
　
　
第
十
巻
，
　
研
究
　
　
支
郷
都
邑
の
緯
川
知
書
粟
の
起
原

せ
し
も
の
な
る
べ
く
、
こ
れ
も
亦
長
安
城
の
城
壁
が
後
よ

う
築
造
せ
ら
れ
た
る
が
爲
に
趨
り
し
結
果
の
現
象
な
ら
む

か
ご
思
は
れ
る
◎

四

　
叙
上
の
實
例
の
示
す
蓮
り
支
那
都
邑
周
園
の
城
壁
は
或

る
場
合
に
於
て
は
螂
邑
の
侮
建
せ
ら
る
、
立
看
よ
り
之
が

築
造
せ
」
ら
れ
、
或
る
場
合
に
於
て
は
先
づ
人
民
群
居
の
魑

域
が
狡
塗
し
て
而
し
て
後
に
之
が
築
造
せ
ら
る
、
も
の
あ

る
を
知
り
得
る
。
熱
ら
ば
交
那
古
代
都
邑
に
於
て
多
く
の

場
合
果
し
て
右
の
爾
者
の
中
の
何
れ
が
實
現
せ
ら
れ
た
る

も
の
歎
。
支
那
人
が
宮
ら
於
れ
る
「
城
郭
之
民
隔
た
る
こ

ご
が
果
し
て
古
來
常
に
事
實
な
り
し
な
ら
ば
、
支
那
入
は

少
く
こ
も
歴
史
時
代
に
入
り
て
は
必
ず
其
の
都
邑
周
幽
に

城
壁
を
築
造
し
た
る
警
に
し
て
、
少
く
ピ
も
歴
史
時
代
に

入
り
て
後
の
支
那
人
は
「
行
國
之
民
」
類
似
の
生
活
は
串

す
も
更
な
り
、
村
落
的
の
密
集
部
落
的
生
活
は
馨
ま
ざ
り

　
　
　
　
　
　
　
第
二
難
　
　
　
二
〇
　
（
ニ
コ
こ

し
馨
で
あ
る
。
城
郭
を
有
す
る
都
邑
ご
そ
の
翻
れ
無
き
村

落
朗
療
集
部
落
生
活
ご
莫
の
何
れ
が
位
遣
の
永
脂
性
に
富

み
宙
街
の
繁
昌
性
に
轡
田
め
る
か
ご
謂
へ
ば
之
は
旧
い
々
の
駄

辮
を
須
た
す
し
て
前
岩
に
在
り
ご
謂
は
ざ
る
を
得
な
い
。

其
の
城
郭
の
材
料
は
笹
れ
木
城
か
一
城
か
確
城
か
の
範
幽

を
墨
で
す
し
て
．
晋
の
山
謙
之
の
『
丹
牢
記
』
に
櫨
れ
ば

呉
の
孫
権
の
石
頭
城
す
ら
初
は
土
鳩
に
て
束
晋
の
安
帝
の

義
熈
年
閣
に
至
ウ
て
漸
く
確
を
以
て
改
築
せ
ら
れ
、
又
近

く
は
元
の
大
都
燕
京
す
ら
土
城
な
隻
し
な
れ
ば
、
弦
に
は

材
料
如
何
は
暫
く
瀦
問
題
ご
し
て
論
じ
な
い
が
、
何
れ
に

し
て
も
城
郭
あ
る
都
邑
ば
容
易
に
嬉
々
遷
号
し
難
い
。
「
行

國
之
民
」
の
”
百
事
の
短
歳
月
問
に
水
草
を
逐
ひ
て
移
動
す

る
も
の
こ
同
田
に
昂
る
こ
ご
は
出
來
ぬ
。

　
然
り
而
し
て
郡
邑
周
鵠
の
城
壁
築
造
の
冒
的
の
主
こ
し

て
外
敵
侵
入
土
匪
襲
來
等
を
防
ぐ
に
在
り
し
は
論
謹
す
る

を
要
せ
ざ
る
が
、
共
の
以
外
に
も
種
々
の
意
義
目
的
の
存

し
た
る
や
酪
推
聾
す
る
に
難
か
ら
す
、
之
を
廣
く
西
詳
古



代
の
事
情
ご
比
較
考
察
し
て
も
巨
8
舜
三
≦
。
内
ぎ
鯛
氏
が

多
出
馨
。
ぐ
。
胤
切
9
覧
。
詳
沖
○
一
士
讐
○
男
○
琵
鏑
嵩
。
嵩
o
h
昏
。

冨
○
舜
危
曙
8
夢
。
浄
廃
刊
磐
8
き
琶
潅
の
第
十
九
頁
以
下

に
於
て
指
摘
せ
る
遡
り
、
彼
の
バ
ゼ
ロ
ン
城
の
城
壁
築
造

の
目
的
の
一
に
洪
水
防
禦
て
ふ
こ
ご
を
も
含
み
居
れ
ば
之
　
・

は
蓋
し
支
那
古
代
に
於
て
も
同
様
な
り
し
も
の
か
ご
類
推

せ
ら
れ
、
『
毛
詩
』
交
王
有
盤
の
篇
に
周
の
豊
国
を
歌
ひ
て

　
築
城
伊
滅
ゆ
作
驚
愕
匹
。
匪
棘
其
欲
。
適
邉
追
孝
。
王
濤
黙
哉
。

　
ご
あ
る
が
如
き
も
或
は
」
伊
水
の
氾
濫
に
も
備
…
ふ
る
臼
的

を
も
含
ろ
て
築
城
し
た
る
も
の
か
も
知
れ
な
い
。

　
然
ら
ば
支
那
古
代
に
於
て
都
邑
周
園
の
城
郭
築
造
は
何

代
贋
よ
り
遡
り
し
か
ご
謂
ふ
に
傳
説
上
に
て
は
夏
鯨
よ
り

起
る
ご
謂
ふ
『
太
李
御
覧
』
懇
百
九
十
三
所
載
の
漢
の
趙

陣
の
冥
越
春
秋
』
の
逸
豊
富
重
鉢
纒
惚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ホ

　
縣
築
城
以
衛
君
。
造
郭
以
居
人
。
此
城
郭
之
始
也
。
　
臼

　
ご
あ
り
『
潅
南
子
』
原
道
訓
に
は
、

　
昔
者
夏
縣
作
三
側
壁
城
。
野
猿
背
之
。
海
外
有
潜
心
。
萬
知
天

　
　
　
第
十
巻
　
研
究
　
支
那
都
邑
の
蛾
蔀
電
典
の
起
原

　
下
之
叛
也
。
乃
壌
城
、
李
池
。
・
：
…
海
外
賓
伏
。

　
鯨
は
黄
河
の
水
害
を
治
む
る
大
任
に
も
就
き
し
入
ε
傳

へ
ら
る
れ
ば
、
水
害
を
も
防
ぐ
べ
く
縣
の
築
城
し
た
る
も

の
ε
観
る
時
は
幾
分
説
明
が
附
し
得
ら
れ
ざ
る
に
も
非
ざ

る
も
、
禺
に
至
り
て
之
を
康
し
た
り
轡
謂
ふ
の
も
不
虜
然

の
嫌
が
あ
る
Q
都
邑
の
嗣
國
に
城
郭
を
築
造
す
る
が
如
き

こ
ご
は
決
し
て
軍
一
個
入
の
自
由
意
志
に
櫨
り
て
し
か
く

寒
々
に
興
威
せ
ら
る
べ
き
性
質
の
も
の
に
は
あ
ら
で
、
之

は
謂
は
や
民
族
的
警
醒
で
あ
り
潤
る
程
度
逡
は
因
襲
力
の

支
配
す
る
事
件
な
れ
ば
、
縣
が
創
造
し
颪
に
禺
の
全
磨
し

た
り
ご
謂
ふ
が
如
き
は
容
易
に
首
肯
し
難
く
、
之
は
軍
に

傳
説
た
る
に
過
ぎ
ぬ
ご
思
ふ
。

　
然
か
の
み
な
ら
す
之
を
重
代
の
事
幣
に
徴
す
る
に
、
當

時
の
都
邑
中
の
首
位
に
撃
る
べ
き
幕
が
議
醗
犠
．

轟
麟
府
、
惨
毒
府
、
歌
蹴
灘
州
、
邪
編
灘
徳
、

股
躍
覇
南
、
朝
講
賜
讐
謂
ふ
風
に
頻
次
に
纒
徒
せ
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
π
蕊
「
操

　
薩
至
誕
薙

れ
、
殊
に
改
丁
が
器
に
理
法
し
て
よ
り
河
蜜
甲
が
和
に
翼

　
　
　
　
　
　
　
　
第
二
號
　
　
　
二
一
　
（
二
＝
二
）

’



　
　
　
第
十
巻
　
　
研
　
究
　
　
実
粥
都
＆
の
舞
蕊
鷲
鑑
の
越
醸

都
す
る
迄
は
膏
二
年
間
、
激
賛
甲
が
轄
に
鍵
鄭
し
て
よ
夢

灘
乙
が
歌
に
莫
都
す
る
迄
は
僅
に
九
年
関
、
認
乙
一
代
十

九
年
の
問
に
も
歎
よ
り
更
に
那
に
緩
怠
す
る
か
．
ご
實
に
亡

命
の
遷
都
で
あ
る
。
之
は
注
意
す
べ
き
こ
ご
、
思
ふ
。
首

都
こ
し
て
の
相
嘗
の
施
設
を
爲
し
て
僅
に
九
欄
年
、
叉
は

廿
こ
個
年
間
か
定
住
せ
す
、
其
の
上
盤
乙
の
如
く
…
代
に

二
回
の
遽
都
を
点
す
は
、
如
何
に
古
代
な
れ
ば
こ
て
甚
だ

不
纒
濟
で
あ
り
、
且
つ
『
爾
書
』
の
中
に
て
・
も
比
較
的
信

歯
す
る
に
足
る
べ
き
『
論
題
』
の
上
篇
に
は
、

　
先
王
有
高
。
絡
謹
天
命
。
薙
猫
不
常
寧
。
不
常
腰
邑
。
チ
今
五

　
邦
。

　
な
る
こ
ゼ
見
え
、
同
じ
く
中
篇
に
は
、

　
般
降
大
慮
。
先
王
不
懐
。
厭
改
作
。
観
民
利
用
遷
。
汝
掲
弗
念

　
我
古
后
之
聞
。

　
ご
あ
り
て
客
演
が
毅
の
地
に
莫
臆
す
る
以
前
の
般
朝
の

首
都
の
総
々
遷
面
し
て
定
ま
る
所
無
か
り
し
こ
ご
を
謂
ひ

あ
れ
ば
、
董
河
の
水
害
を
避
け
て
頻
次
に
移
動
せ
し
股
代

　
　
　
　
　
　
　
　
第
二
號
　
　
　
ニ
ニ
　
（
｝
二
四
）
　
、

の
首
都
は
想
ふ
に
都
邑
こ
し
て
の
設
備
も
極
め
て
簡
軍
に

し
て
、
欝
ほ
我
が
書
伐
に
於
け
る
首
都
が
概
し
て
天
皇
御

｝
代
」
毎
に
、
遷
さ
れ
て
大
和
地
方
に
勲
戸
々
せ
ら
れ
旋
る
が
如

く
古
代
の
帝
都
に
類
例
の
多
き
、
僅
に
帝
王
の
邸
宅
を
中

心
こ
し
て
其
の
臣
僚
部
曲
民
の
住
家
が
其
の
周
圃
に
霧
集

部
落
を
形
成
し
た
る
底
の
も
の
な
り
し
な
ら
む
か
ご
思

ふ
。
之
で
は
「
行
國
之
民
」
の
生
活
の
僅
に
一
歩
を
進
め

た
る
も
の
に
過
ぎ
ざ
る
も
の
に
し
て
其
の
都
邑
こ
し
て
の

設
備
も
極
め
て
二
軍
な
り
し
な
る
べ
く
、
愛
盛
な
り
し
が

欝
に
頻
次
の
遷
都
も
容
易
に
行
ひ
得
た
る
の
で
あ
り
、
甚

だ
し
き
は
租
乙
の
如
く
一
代
に
二
度
も
遷
都
を
爲
し
得
て

辮
も
経
謹
上
の
大
損
失
も
蒙
ら
ざ
り
し
も
の
か
ご
思
は
れ

る
Q

　
併
し
股
代
の
首
都
の
周
團
に
城
壁
築
造
の
暴
あ
り
し
ゃ

否
や
は
勿
論
懇
書
の
遜
都
て
ふ
こ
ご
を
以
て
の
み
に
て
は

之
を
推
断
す
る
こ
ご
は
出
來
諏
．
股
虚
出
土
の
亀
甲
文
に

徴
す
れ
ば
股
代
に
は
首
都
を
京
師
又
は
大
邑
ご
呼
構
せ
し



「
こ
ご
羅
振
玉
響
の
『
股
虚
書
契
考
繹
』
の
指
摘
す
る
所
で

あ
り
、
羅
氏
は
邑
の
宇
を
解
し
て
、

　
邑
。
説
文
解
宇
邑
杁
口
馬
渕
。
案
凡
詐
書
所
謂
肩
宇
。
考
之
卜

　
　
辞
及
古
金
文
。
畑
作
右
。
象
人
皆
形
。
邑
業
人
斯
房
。
故
駄

　
　
ロ
及
人
。

　
ご
謂
っ
て
居
る
。
『
史
記
』
五
帝
本
紀
に
舜
の
人
望
あ
り

し
こ
ビ
を
記
し
て
、
　
8

　
　
一
月
而
所
築
成
聚
。
二
年
成
邑
。
三
年
硬
磁
。

　
ビ
記
し
、
漿
、
邑
、
都
の
意
義
を
麺
別
し
て
あ
る
。
苑

の
三
塁
の
瀬
瀬
的
使
用
は
或
る
程
度
迄
は
繰
由
あ
り
ご
考

へ
ら
る
る
事
故
傾
聴
す
べ
き
で
あ
る
。
聚
字
の
下
部
の
禾

は
衆
の
字
に
し
て
入
の
宇
を
三
個
集
め
た
る
も
の
な
れ
ば

之
を
以
て
入
の
多
く
在
る
纂
を
示
せ
る
は
疑
ふ
べ
か
ら
す

而
し
て
邑
の
宇
は
口
ご
巴
こ
よ
り
成
り
、
巴
は
羅
氏
の
説

の
如
く
人
の
賠
け
る
貌
で
あ
り
、
欝
も
亦
人
の
意
ご
解
せ

ら
る
れ
ば
邑
の
宇
は
要
す
る
に
入
の
字
を
こ
綱
集
め
て
多

数
人
の
在
る
こ
ご
を
示
せ
る
も
の
に
し
て
猫
ほ
木
の
字
ご

　
　
第
十
谷
　
　
研
　
究
　
　
支
郷
都
邑
の
城
郭
亡
奨
の
起
原

林
の
字
こ
の
關
係
の
如
き
も
の
こ
思
は
る
る
の
み
な
ら
す

『
婁
記
』
の
慣
図
法
に
從
へ
ば
楽
よ
り
も
多
人
数
な
る
密
集

部
落
で
な
け
れ
ば
な
ら
蝕
。
但
し
城
壁
の
有
無
は
之
を
以

て
判
帯
す
る
こ
ご
は
出
來
ぬ
。

　
後
・
淡
の
許
愼
の
『
説
文
解
字
』
以
來
は
阜
ご
邑
ご
を
庭

　
　
　
　
　
　
へ
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
く
り

心
し
て
文
字
の
扁
こ
な
れ
る
B
を
阜
ε
し
、
労
こ
な
れ
る

跨
を
邑
こ
す
る
も
、
鄙
見
を
以
て
す
れ
ば
5
の
本
來
の
文

宇
の
源
は
同
一
な
ら
ざ
る
べ
か
ら
ざ
る
筈
に
し
て
、
要
す

る
に
阜
邑
の
二
字
は
同
源
の
も
の
か
ご
考
へ
ら
れ
る
。
古

の
首
都
の
名
に
帝
丘
騨
見
増
、
蒲
坂
聯
舜
、
商
丘
辺
翔
、
螢
丘

蠣
醐
の
名
あ
る
よ
り
参
れ
ば
、
古
代
支
那
の
都
邑
は
多
く

丘
陵
を
利
用
し
て
安
塚
し
た
る
も
の
ご
窺
得
べ
く
、
而
し

て
其
の
入
民
群
居
の
苦
情
よ
り
見
れ
ば
邑
な
れ
ば
、
阜
ご

邑
ご
は
畢
覧
支
那
古
都
邑
の
異
名
こ
も
考
へ
得
ら
れ
、
後

世
に
て
阜
邑
何
れ
も
蔦
に
作
ら
る
、
も
斯
か
る
縁
歯
あ
り

て
然
る
も
の
に
は
非
ざ
る
か
ご
思
ふ
。
既
の
鄙
見
に
し
て

要
諦
な
ら
ば
古
邑
は
多
く
の
場
合
丘
陵
を
利
用
し
て
防
禦

　
　
　
　
　
　
　
　
第
二
號
　
　
　
一
ご
二
　
（
二
一
五
）



β

　
　
　
第
十
巷
　
研
究
　
支
那
都
邑
の
城
郭
霊
典
の
起
療

の
備
に
配
せ
し
も
の
ビ
考
へ
ら
れ
、
入
工
的
の
築
城
は
未

だ
熊
ら
ざ
り
し
も
の
か
ご
思
は
れ
る
．
之
を
西
洋
古
代
に

類
例
を
求
む
れ
ば
成
立
嘗
初
に
於
け
る
羅
馬
の
町
が
カ
ピ

ト
ソ
ヌ
ス
丘
ご
パ
ラ
チ
ヌ
ス
丘
ご
を
利
用
し
て
都
邑
を
作

れ
る
ご
同
機
の
事
情
で
め
る
。
毅
の
首
都
、
少
く
こ
も
河

萱
甲
以
前
の
子
代
の
首
都
を
大
儲
．
・
」
細
し
、
而
し
て
邑
の

字
が
人
の
字
二
個
よ
り
成
れ
る
こ
ご
林
の
字
の
如
き
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
あ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

は
、
大
邑
は
換
言
す
れ
ば
丘
陵
に
極
り
て
多
数
人
民
の
群

へ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
し

居
せ
る
慮
ど
謂
ふ
意
あ
る
の
み
に
し
て
、
之
を
後
に
論
ず

る
所
の
國
の
字
、
都
の
字
の
意
義
ご
比
較
考
察
す
る
時
は

少
く
こ
も
股
朝
の
河
甕
甲
時
代
以
前
の
憂
苦
の
首
都
の
周

團
に
は
人
工
的
城
郭
の
築
造
せ
ら
れ
た
る
痕
赴
を
認
め
得

ざ
る
課
で
あ
る
○
『
説
文
解
字
』
に
邑
を
二
つ
集
め
し
距
を

郷
の
古
字
ご
解
し
あ
り
○
『
論
語
』
公
治
長
篇
に
、

　
十
狸
掘
邑
。
薄
縁
忠
信
如
漁
者
焉
、
不
如
丘
之
好
學
也
。

　
な
ざ
ご
あ
る
後
世
の
邑
の
字
の
慣
用
法
よ
り
親
て
も
之

℃
は
追
贈
の
脅
慣
蘭
縁
由
あ
ら
む
ご
思
は
れ
盆
曵
此
の
鄙

　
　
　
　
　
　
　
　
麓
〃
二
號
　
　
　
　
二
四
【
　
（
二
一
山
ハ
）

日
照
を
有
ム
刀
な
冷
り
3
し
め
得
る
か
ご
田
心
・
ふ
。

五

　
然
る
に
『
説
文
解
字
』
に
は
邑
は
國
な
り
ご
謂
ふ
右
傳

を
載
せ
、
之
に
劃
す
る
清
の
段
玉
裁
の
注
解
に
は
、

　
凡
爾
人
日
大
國
。
凡
曽
爾
日
蔽
…
邑
。
古
身
邑
通
爾
…
。

　
ご
あ
る
。
之
は
『
戦
國
策
』
等
の
記
載
よ
り
見
れ
ば
一

懸
襲
爵
な
る
見
解
で
あ
り
、
或
る
時
代
以
後
、
特
に
悲
秋

時
代
以
後
に
於
て
は
顯
著
且
つ
普
遍
的
に
邑
國
二
宇
が
等

意
義
に
慣
用
せ
ら
れ
た
る
ら
し
く
『
禮
記
』
理
博
篇
に
、

　
周
人
養
國
老
懸
東
膠
。
山
鳥
老
語
漏
庫
。
虞
犀
在
國
之
西
郊
。

　
ご
あ
る
國
の
字
の
使
用
法
は
確
に
許
．
段
二
氏
の
説
を

有
力
な
ら
し
む
る
白
帯
で
あ
る
。
但
し
此
の
邑
國
二
字
通

用
の
習
慣
が
何
白
熱
よ
り
起
り
し
か
は
文
献
の
徴
謹
す
る

に
足
る
べ
き
も
の
敏
如
し
た
れ
ば
其
の
淵
源
は
究
め
難
く

許
段
二
氏
も
何
等
の
説
明
を
沸
へ
て
居
ら
漁
。

　
國
の
字
義
に
至
り
て
は
、
普
通
仁
は
武
力
を
以
て
其
の



住
民
を
征
服
し
た
る
結
果
領
有
し
た
る
地
域
ざ
解
せ
ら

れ
、
其
の
含
め
る
ロ
並
に
口
は
共
に
其
の
地
理
約
麗
域

を
示
せ
る
も
の
こ
解
せ
ら
る
、
も
、
之
は
選
入
嘗
て
雑
誌

『
藝
文
身
鎌
所
載
の
拙
稿
『
周
末
に
於
け
る
地
方
の
賢

聖
』
第
拾
節
に
於
て
初
め
て
鄙
見
を
公
に
し
、
國
の
字
の

口
は
地
理
的
匿
域
を
示
せ
る
も
の
に
署
す
し
て
人
叉
は
住

民
を
示
せ
る
も
の
と
解
繹
し
、
外
書
の
口
こ
そ
其
の
一
定

地
域
の
外
郭
を
点
せ
る
人
工
的
庭
劃
物
師
ち
城
壁
を
象
形

し
、
之
に
武
力
の
意
味
な
る
黄
が
加
へ
ら
れ
、
地
の
意
味

な
る
　
が
添
へ
ら
れ
あ
れ
ば
、
國
ご
は
其
の
周
圃
に
人
工

的
麗
劃
物
帥
ち
城
壁
（
材
料
の
如
何
は
論
ぜ
す
）
を
圃
緯
し

て
其
の
中
の
住
民
が
武
力
を
以
て
結
合
せ
る
Ω
σ
、
。
・
3
3

の
地
域
の
意
昧
な
ら
む
こ
ご
を
提
唱
し
瞬
け
る
が
、
此
の

鄙
見
は
其
の
五
更
に
多
少
の
史
料
を
得
て
考
籔
を
重
ね
た

る
結
果
、
吾
人
こ
し
て
は
今
口
の
所
に
て
は
術
ほ
何
等
鍵

更
す
る
こ
ご
を
要
せ
ざ
る
も
の
こ
思
惟
し
て
居
る
。

　
併
し
國
の
宇
を
斯
く
解
繹
し
て
以
て
直
に
邑
國
二
字
同

　
　
　
第
十
谷
　
　
蘇
　
究
　
　
支
那
都
邑
の
城
郭
蜜
典
の
趣
原

意
通
用
論
に
適
呈
す
れ
ば
忽
ち
大
な
る
矛
盾
を
生
す
る
ひ

瑞
こ
な
れ
ば
前
述
の
遜
り
邑
の
字
の
原
義
に
は
入
工
的
築

城
の
在
る
痕
遊
を
認
め
難
く
軍
に
丘
陵
を
利
用
し
て
成
立

せ
る
霧
集
部
落
ご
謂
ふ
意
あ
る
の
み
な
る
に
、
國
の
宇
の

原
義
に
は
其
の
周
園
に
人
工
的
築
城
あ
る
こ
ご
を
表
象
せ

る
が
爲
で
あ
る
Q
之
は
如
何
に
設
明
す
べ
き
で
あ
る
鰍
。

鄙
見
を
以
て
す
れ
ば
之
は
邑
國
園
芸
の
聞
を
聯
絡
す
べ
き

文
宇
上
の
歴
史
的
漕
革
を
無
視
し
て
直
に
黒
総
こ
字
蓮
用

の
慣
用
上
の
實
例
を
取
り
て
謹
擦
こ
せ
る
が
爲
に
起
り
し

矛
盾
に
し
て
、
次
の
如
く
説
饗
す
れ
ば
繹
然
ご
し
て
氷
解

せ
ら
れ
得
る
ご
信
ず
る
。

　
今
日
國
の
字
の
古
字
こ
し
て
傳
へ
ら
る
、
も
の
に
口
、

囹
、
囲
、
墜
な
ご
あ
る
が
、
此
の
中
に
て
も
前
三
者
は
國

の
部
類
に
薦
せ
し
む
べ
き
も
の
に
し
て
、
其
の
最
古
の
も

の
は
盛
で
あ
り
、
而
し
て
盛
は
蒔
に
は
或
に
も
作
ら
れ
て

『
説
文
解
字
』
に
も
或
は
邦
な
り
口
に
八
ひ
犬
に
忍
ひ
一

を
守
る
、
一
は
地
な
り
ご
解
せ
ら
れ
て
あ
る
。
或
の
字
は

　
　
　
　
　
　
　
第
二
號
　
　
　
ご
五
　
（
二
一
七
）



　
　
　
策
十
巻
　
　
研
　
究
　
　
実
那
都
邑
の
綾
郭
＄
典
の
起
療

鐘
鼎
の
歎
識
に
も
曝
露
し
て
例
暴
に
逞
も
無
い
交
字
に
し

て
、
畢
覧
武
器
ご
入
ご
土
地
ご
よ
り
成
り
、
武
力
を
以
て

民
衆
の
結
合
群
居
せ
る
個
々
を
示
し
．
其
の
周
園
に
人
工

的
涯
囲
物
即
ち
城
壁
の
存
在
す
る
こ
ざ
を
表
示
し
て
居
ら

す
、
所
詮
邑
の
宇
の
原
義
ご
等
し
き
意
義
の
文
字
な
ら
む

ビ
解
せ
ら
れ
る
。
而
し
て
或
國
二
字
の
成
立
上
の
時
閥
的

睡
蓮
を
考
ふ
る
時
は
勿
論
或
の
宇
が
先
で
國
の
字
が
後
で

あ
る
。
之
を
馬
を
鵜
げ
る
庭
を
示
せ
る
國
、
獄
屋
を
示
せ

る
周
、
四
塞
の
地
を
示
せ
る
固
の
無
血
ご
比
較
考
察
す
る

時
は
、
國
．
の
宇
の
綱
團
の
口
は
明
か
に
人
工
的
蓬
劃
の
城

壁
あ
る
こ
ご
を
示
せ
る
も
の
こ
解
す
べ
く
、
矧
ん
や
園
の

字
の
古
文
は
軍
に
口
な
れ
ば
口
に
包
園
の
意
義
あ
る
こ
ご

の
明
瞭
な
る
に
点
て
を
や
で
あ
る
。

　
斯
の
如
く
考
察
し
茂
る
時
は
和
訓
に
所
謂
ク
ニ
な
る
支

那
文
宇
も
或
の
字
の
場
合
は
其
の
周
嗣
に
人
工
的
薩
劃
設

備
あ
る
こ
ご
を
認
め
難
く
、
國
の
宇
の
場
合
は
其
の
之
あ

る
こ
ε
を
示
せ
る
繹
に
し
て
、
今
日
爲
賭
す
る
支
那
文
献

　
　
　
　
　
　
　
第
二
號
　
　
　
二
六
　
（
一
二
八
）

の
上
に
於
ヂ
、
は
或
の
字
は
殆
ん
ざ
悉
く
國
の
字
に
改
め
記

載
せ
ら
れ
居
る
爲
、
古
は
邑
國
相
通
要
す
ご
謂
ふ
説
が
一

見
矛
盾
を
生
す
る
も
、
學
術
的
に
之
を
考
媛
説
明
し
て
古

は
邑
或
相
通
辮
・
嫁
ご
謂
へ
ば
、
春
秋
戦
國
時
代
に
慣
用
せ

ら
れ
段
玉
璽
の
指
摘
せ
る
邑
國
二
字
通
用
の
習
慣
の
綴
由

が
氷
耀
し
得
ら
る
、
ご
思
ふ
。
帥
ち
國
の
字
も
古
代
に
於

て
或
の
宇
又
は
窒
の
字
の
使
用
せ
ら
れ
た
る
時
代
に
は
其

の
密
集
部
落
の
周
函
に
は
人
工
的
匠
劃
の
設
備
を
爲
す
警

慣
の
未
だ
獲
生
し
居
ら
ざ
り
し
も
の
こ
思
ふ
Q
此
の
殆
ん

ざ
等
意
義
な
る
嫁
ご
或
ご
は
恐
ら
く
ば
方
言
に
超
る
か
、

然
ら
ず
ん
ば
本
文
は
邑
は
丘
陵
に
据
り
し
も
の
に
し
て
或

の
方
は
周
面
に
成
立
せ
し
密
集
部
落
を
呼
ぶ
古
名
な
り
し

か
も
知
れ
な
い
。
之
を
要
す
る
に
邑
、
或
、
國
の
三
宇
は

密
集
部
落
の
Ω
蔓
ω
蒙
。
の
意
昧
で
あ
り
其
の
中
に
て
も
國

の
字
は
其
の
周
圃
に
鳥
越
的
匿
劃
設
備
を
面
す
民
族
的
習

慣
の
蘇
生
し
て
以
來
或
の
字
の
澗
關
に
口
を
加
へ
て
成
立

せ
し
め
た
る
文
字
な
ら
む
か
ご
思
は
れ
る
o



　
次
に
都
の
宇
を
考
ふ
る
に
天
子
の
濁
す
る
所
を
都
ご
謂

ふ
ご
か
、
悶
周
禮
』
盲
官
小
司
徒
の
條
に
四
縣
を
都
ご
爲
す

ご
か
、
『
左
脚
』
荘
公
廿
八
年
の
條
に
凡
そ
邑
に
し
て
先

艦
の
廟
在
る
を
都
と
謂
ひ
こ
れ
無
き
を
邑
ご
謂
ふ
ご
か
の

諸
説
は
、
想
ふ
に
都
め
宇
義
が
比
較
的
廣
汎
多
岐
に
使
用

せ
ら
る
》
楼
に
な
り
て
生
じ
た
る
解
繹
な
る
べ
く
、
都
の

本
來
の
造
宇
の
意
義
は
蓋
し
邑
に
し
て
而
も
其
の
周
國
に

人
工
的
遜
劃
設
備
の
存
在
す
る
人
民
群
居
の
一
地
域
ご
謂

ふ
に
外
な
ら
ぬ
ご
考
へ
る
、
即
ち
國
の
宇
義
ご
等
し
き
も

の
か
ご
思
ふ
。

　
其
の
理
由
は
都
の
右
宇
は
胸
肥
に
し
て
衆
は
，
最
の
宇
帥
ち

後
閑
の
綴
の
字
な
れ
ば
要
す
る
に
都
は
一
定
の
地
理
的
遜

劃
の
分
明
な
る
邑
で
あ
り
其
の
閣
園
に
入
工
的
彊
劃
設
備

の
存
在
す
る
こ
ご
を
語
っ
て
居
る
か
ら
で
あ
る
。
又
軍
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
ん

都
の
字
に
つ
き
て
考
へ
て
も
其
の
濡
な
る
者
の
字
は
『
説

文
下
着
』
に
も
事
を
差
別
す
る
意
あ
り
ご
傳
ふ
れ
ば
、
事

物
を
差
別
限
定
す
る
文
字
で
あ
る
。
帥
ち
之
を
警
へ
ば
堵

　
　
　
第
十
巷
　
　
研
　
究
　
　
丈
那
都
邑
の
城
郭
ぜ
興
の
超
原

の
字
が
忠
心
た
）
、
渚
の
字
が
水
際
た
る
に
徴
す
れ
ば
、

都
の
字
は
人
民
群
居
せ
る
邑
に
地
域
的
鋼
限
を
附
し
た
る

の
意
ご
な
り
、
郎
ち
周
園
に
入
工
朧
影
劃
設
備
を
有
せ
る

密
集
部
落
の
地
域
の
意
に
外
な
ら
ぬ
。
邑
の
局
嗣
の
入
工

語
歴
劃
設
備
…
ご
は
果
し
て
．
何
物
た
る
べ
き
鰍
。
こ
れ
他
な

ら
す
土
城
か
何
か
の
城
壁
の
類
に
し
て
、
要
す
る
に
都
ご

國
ご
は
等
意
義
の
文
字
な
り
ご
解
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

函IN

　
是
に
篠
り
て
之
を
観
れ
ば
邑
ご
或
ご
は
等
意
義
、
、
都
ご

國
こ
も
亦
等
意
義
に
し
て
、
或
ご
國
ご
は
城
壁
の
有
無
の

差
異
あ
り
、
此
等
の
交
響
が
古
書
の
上
に
て
明
確
に
頭
桝

使
用
せ
ら
れ
あ
ら
ば
、
本
篇
の
研
究
樹
象
は
極
め
て
容
易

に
解
決
せ
ら
る
べ
き
な
る
も
、
現
存
す
る
古
文
献
に
は
漫

然
ご
混
用
せ
ら
れ
て
居
り
、
マ
ハ
は
囚
は
れ
た
る
使
用
法
こ

な
っ
て
居
り
、
恐
く
ば
古
く
或
の
字
な
り
し
な
ら
む
個
施

も
悉
く
國
の
宇
に
改
め
ら
れ
あ
れ
ば
、
甚
だ
混
濡
し
て
到

　
　
　
　
　
　
　
第
二
號
　
　
　
二
七
　
（
二
｝
九
）



　
　
　
第
十
巷
　
　
研
　
究
　
　
支
邦
都
邑
の
城
蕊
ミ
其
の
趨
原

底
之
を
甑
漉
し
得
な
い
。

　
併
し
殻
朝
の
首
都
の
頻
次
に
遷
撮
せ
ら
れ
、
『
需
書
』
盤

　
　
　
　
　
あ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ
　
　
　
ち

庚
の
上
篇
に
駅
の
邑
を
常
に
せ
す
ご
語
り
、
當
時
点
一
位

の
首
都
が
盟
・
に
京
師
叉
は
大
饗
ご
呼
ば
れ
た
り
、
邑
の
本

書
の
字
嚢
が
周
園
の
地
理
附
匿
劃
設
備
あ
る
を
認
め
難
き

文
聖
な
る
こ
ご
等
よ
り
綜
合
す
る
に
、
図
題
の
河
直
甲
以

前
の
首
都
に
は
人
工
的
匿
劃
の
設
備
は
土
城
す
ら
も
存
在

せ
し
麩
を
認
め
難
い
。
矧
ん
や
之
霜
露
齢
徳
の
遺

蹟
に
徴
し
て
も
其
の
廣
羨
は
意
外
に
狭
少
に
し
て
『
國
學

季
刊
』
第
一
憲
四
號
所
載
の
容
庚
氏
の
『
甲
骨
文
字
之
登

見
及
其
考
騨
』
に
捺
れ
ば
僅
か
に
四
十
蝕
畝
に
過
ぎ
す
、

般
室
の
宮
殿
の
上
に
政
廉
や
臣
僚
の
屋
敷
地
、
部
曲
民
の

住
屋
の
密
集
し
て
群
在
し
た
る
大
邸
宅
蛾
ご
も
考
へ
ら
る

＼
程
な
れ
ば
、
之
に
堂
々
た
る
土
城
等
の
圃
饒
し
て
大
粟

ご
し
て
の
防
禦
設
備
の
存
在
せ
し
こ
と
の
想
見
し
能
は
ざ

る
を
や
で
あ
る
。
　
『
吏
記
』
般
本
紀
に
河
白
重
よ
り
入
代

臼
の
帝
盤
庚
が
般
の
地
に
輿
生
し
た
る
こ
ご
を
記
し
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
箪
二
號
　
　
　
二
字
　
（
ご
ご
○
）

　
帝
盤
庚
之
階
。
殿
巳
都
河
北
。
盤
細
細
河
南
。
復
房
成
湯
之
放

　
居
。
廼
五
遷
無
定
慮
。

　
ご
あ
る
は
注
意
す
べ
き
で
あ
る
。
墜
ち
股
掌
も
租
乙
の

那
に
都
せ
し
以
前
の
時
代
に
於
て
は
其
の
首
都
に
位
置
の

野
獣
性
器
溺
に
し
て
、
河
豊
辮
の
相
も
亦
賜
り
し
も
の
こ

思
ふ
。
禺
の
都
ご
傳
ふ
る
雲
華
榊
蠣
省
に
至
っ
て
は
時
代

の
古
き
だ
け
に
此
の
邑
の
名
辮
は
其
の
原
始
的
意
義
に
使

用
せ
ら
れ
、
夏
代
も
亦
首
都
の
周
爾
に
土
城
な
ざ
の
設
備

を
爲
す
民
族
的
習
償
の
獲
生
し
居
ら
ざ
り
し
も
の
か
ご
察

せ
ら
れ
、
『
潅
南
子
』
原
道
訓
の
記
載
は
本
來
的
に
夏
代
に

都
邑
欝
乎
の
城
郭
築
造
の
民
族
的
習
慣
の
な
か
り
し
こ
ご

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
0

を
取
り
煙
り
て
萬
の
徳
を
賞
揚
す
る
に
附
覆
し
た
る
傳
説

な
ら
む
か
ご
思
は
れ
る
。

　
併
し
蕪
に
｝
っ
注
意
す
べ
き
こ
と
は
邑
の
宇
義
の
時
代

的
に
墾
遷
せ
し
こ
ご
で
あ
る
。
戦
國
時
代
の
魏
の
都
な
る

安
邑
は
禺
の
故
嘘
に
當
り
、
當
時
に
は
堂
々
た
る
城
郭
あ

り
し
に
係
ら
す
、
依
然
こ
し
て
古
名
を
襲
ひ
て
安
邑
ご
呼



鳴
せ
ら
れ
居
れ
ば
、
至
る
時
代
以
後
に
は
城
郭
（
材
料
は

別
問
題
こ
し
て
）
あ
る
都
邑
を
も
邑
ご
幕
せ
し
こ
ご
を
疑

ふ
こ
ご
が
毘
來
ぬ
。
こ
れ
邸
ち
古
く
邑
國
相
通
辮
し
た
り

ご
謂
ふ
習
慣
の
逸
り
し
所
以
で
あ
る
ご
も
謂
ひ
得
ら
る

、
○
之
が
譜
代
頃
よ
り
起
う
し
か
は
勿
論
確
實
に
は
察
知

し
難
い
が
、
鄙
見
を
以
て
す
れ
ば
盤
庚
の
冥
都
せ
し
股
の

都
に
於
て
初
め
て
縮
鴬
の
地
域
的
匪
劃
設
備
が
作
ら
れ
、

奨
の
周
圏
に
は
土
城
を
圃
有
し
て
研
謂
都
城
の
貌
を
整

へ
、
爾
も
省
ほ
之
を
も
大
藩
ご
聡
し
て
、
之
よ
り
城
郭
あ

る
都
邑
を
も
邑
ご
類
す
る
習
慣
の
起
り
し
も
の
に
は
非
ざ

る
か
ご
思
ふ
の
で
あ
る
。
其
の
論
叢
を
左
に
凋
記
す
る
。

　
論
考
の
錆
一
は
盤
庚
の
都
な
る
般
が
位
置
の
永
練
性
に

於
て
輩
固
こ
な
b
・
、
般
朝
こ
し
て
は
劃
代
的
の
首
都
を
實

現
し
た
り
ご
思
ふ
こ
ご
で
あ
る
。
盤
庚
が
般
の
地
に
奨
都

せ
し
以
來
は
公
聴
の
遷
都
も
あ
ご
一
回
の
武
乙
時
代
の
短

歌
莫
都
に
て
止
み
、
般
の
地
の
都
も
盤
庚
、
小
辛
、
小
国
、

高
宗
武
丁
、
就
庚
、
競
甲
、
膜
辛
、
庚
丁
の
八
帝
武
百
零

　
　
　
第
十
巻
　
　
研
　
究
　
　
支
那
都
邑
の
城
郭
定
典
の
起
原

黎
年
間
其
の
位
置
永
綾
し
、
之
を
『
細
書
』
の
『
盤
庚
』

篇
の
記
載
に
徴
し
て
も
其
の
上
篇
に
、

　
天
其
永
我
影
干
藪
新
邑
。
紹
復
先
王
之
大
業
。
底
緩
四
方
。

　
ご
見
え
た
り
、
同
じ
く
中
篇
に
も
、

　
乃
府
不
吉
不
辿
。
類
越
不
平
。
暫
遇
姦
％
。
我
乃
鋼
珍
減
之
。

　
無
遣
育
。
無
搾
易
種
子
叢
新
邑
。
往
哉
生
生
。
今
予
蒋
試
以
汝

　
遷
。
永
建
乃
家
。
　
　
　
、

　
同
じ
く
下
敵
扁
に
も
、

　
今
我
民
用
藩
子
離
贋
。
　
周
有
定
極
。
　
老
眼
朕
掲
．
震
動
萬
民
以

　
遷
。
廓
上
帝
。
將
復
我
高
雄
之
徳
。
矧
我
家
。
険
及
篤
敬
。
恭

　
承
民
命
。
用
永
地
干
新
邑
。

　
ご
あ
り
以
て
踏
歌
が
般
の
地
に
露
都
す
る
に
當
り
．
如
何

に
其
の
決
心
ご
抱
負
こ
の
大
な
る
も
の
あ
り
し
か
を
察
す

べ
く
、
『
盤
庚
』
中
篇
の
中
に
は
、

　
無
比
路
試
以
汝
遷
。
安
定
厭
邦
。

　
ご
さ
へ
宣
言
し
て
屠
れ
ば
、
般
の
地
の
都
の
設
備
の
般

朝
ご
し
て
は
劃
代
的
の
永
設
題
あ
る
も
の
を
出
現
せ
し
は

　
　
　
，
　
　
　
　
　
　
　
第
二
號
　
　
　
　
二
九
　
（
一
ご
二
「
）



　
　
　
六
十
稔
　
　
研
究
　
　
支
那
糠
邑
の
蛾
郭
定
其
の
起
膜

疑
ふ
べ
か
ら
す
Q
爾
ほ
從
來
の
國
號
は
商
な
り
し
も
の
を

般
に
舞
都
後
は
之
を
も
改
め
て
毅
ご
欝
し
た
る
の
み
な
ら

す
、
更
に
既
往
に
遡
り
て
商
時
代
を
も
含
め
て
般
朝
ご
欝

す
る
程
の
習
慣
力
を
も
生
せ
し
め
た
る
に
徴
す
れ
ば
、
盤

庚
の
股
璽
都
は
從
來
の
毫
、
露
、
相
、
歌
、
那
の
翼
都
よ

り
も
重
要
な
る
も
の
で
あ
り
、
民
族
的
に
も
國
家
的
に
も

將
た
政
治
的
に
も
軍
事
的
に
も
般
朝
こ
し
て
は
王
朝
の
基

礎
を
志
野
な
ら
し
め
し
一
大
事
件
か
ご
思
は
る
、
故
、
藩

主
以
て
般
の
地
が
首
都
こ
し
て
其
の
位
置
の
永
綾
性
器
固

を
魏
へ
、
其
の
設
備
も
當
時
の
露
都
こ
し
て
恥
か
し
か
ら

漁
底
に
致
さ
れ
た
も
の
か
ご
思
は
れ
る
。

　
論
篠
の
第
二
は
盤
庚
よ
り
三
代
目
の
帝
王
な
る
小
乙
の

時
代
に
首
都
般
に
城
郭
の
存
在
し
た
る
な
ら
む
ご
思
は
る

、
一
廻
あ
れ
ば
、
之
は
恐
く
ば
多
大
の
抱
、
負
ご
蟄
固
な
る

決
心
ご
を
以
て
股
こ
し
て
は
劃
代
的
の
首
都
を
輿
め
た
る

盤
庚
の
時
代
よ
り
首
都
股
の
綱
園
に
土
城
か
何
か
の
城
壁

の
築
造
せ
ら
れ
た
る
も
の
こ
思
は
る
、
が
故
で
あ
る
。
盤

　
　
　
　
　
　
　
　
纂
二
號
　
　
　
一
一
二
〇
（
二
ニ
ニ
）

庚
の
次
は
小
節
、
小
夜
の
次
は
小
島
に
し
て
、
小
乙
の
郎

位
二
十
六
年
の
歳
は
臨
の
古
公
喪
父
が
石
盤
晒
嶋
軸
翔
に
遷

り
周
ご
幕
ぜ
し
歳
で
あ
る
。
『
吏
記
』
周
本
紀
に
は
古
公
寛

父
の
峯
み
た
る
素
人
が
漸
く
開
化
の
域
に
入
り
し
こ
ご
を

傳
へ
て
、

　
於
是
古
公
乃
疑
早
秋
之
俗
。
粛
々
築
城
郭
室
屋
。
而
邑
別
居
之
。

　
ご
記
せ
ば
、
之
に
依
り
て
周
人
が
所
謂
「
城
郭
之
民
」

こ
な
り
し
こ
ご
の
右
公
志
学
以
來
に
果
す
る
を
知
る
ご
共

に
、
之
は
夙
に
開
化
せ
る
先
…
進
民
族
な
る
…
股
人
の
生
活
礎

式
を
學
び
た
る
も
の
ご
濡
せ
ら
る
れ
ば
、
周
の
古
公
壷
父

ご
時
代
を
同
じ
く
す
る
般
の
小
勢
時
代
に
は
般
朝
の
大
都

邑
に
は
既
に
其
の
周
園
に
城
郭
を
築
造
す
る
習
慣
の
存
せ

し
こ
ご
疑
ふ
べ
か
ら
す
、
こ
れ
實
に
夙
に
小
峰
以
前
に
三

朝
の
大
都
邑
に
城
郭
を
築
造
す
る
習
償
の
起
り
居
り
し
謹

左
で
あ
る
。
懸
詞
以
前
に
大
都
邑
の
城
郭
築
造
の
暴
超
り

し
ご
す
れ
ば
、
粗
々
移
動
し
て
『
術
書
』
盤
庚
上
篇
に
所

謂
厭
の
邑
を
常
に
せ
ざ
る
時
代
の
邪
、
歌
、
相
、
の
首
都



に
於
て
は
超
り
飛
べ
か
ら
ざ
る
課
で
あ
り
、
こ
れ
は
如
何

し
て
も
般
朝
こ
し
て
劃
代
的
の
首
都
を
設
け
位
概
の
永
合

性
を
も
噴
霧
な
ら
し
め
π
る
帝
懸
紐
の
般
翼
都
以
來
の
こ

ご
、
親
な
け
れ
ば
な
ら
澱
。
郎
ち
支
那
都
邑
の
城
郭
築
造

の
起
原
は
恐
く
ば
初
盤
庚
の
直
穿
都
に
濫
膓
す
る
も
の
か

ご
思
は
れ
る
。

七

　
鼓
に
於
て
か
城
郭
有
る
邑
を
も
邑
ご
呼
聡
す
る
習
慣
ば

意
想
の
帝
盤
庚
の
時
代
以
後
に
懲
り
し
も
の
ご
な
る
。
『
毛

詩
』
文
黒
磯
聲
の
篇
に
周
の
豊
邑
を
謳
ひ
て
、

　
王
公
伊
濯
。
維
豊
之
垣
。
四
方
依
同
。
王
屑
維
翰
。
王
后
蒸
哉
、

　
ご
あ
る
通
り
、
周
の
豊
邑
に
は
明
か
に
城
郭
あ
り
、
而

も
之
を
邑
ご
呼
課
し
て
居
る
の
で
あ
る
が
、
之
も
右
の
鄙

見
を
以
て
解
聾
す
れ
ば
城
郭
有
り
て
邑
ご
解
す
る
に
何
等

の
支
障
を
き
た
さ
ぬ
。
伺
ほ
帝
盤
庚
の
般
都
に
し
て
も
周

の
豊
邑
洛
邑
に
し
て
も
其
の
城
郭
の
材
料
は
恐
く
ば
何
れ

　
　
　
第
十
巻
　
　
研
　
究
　
　
丈
那
都
愚
の
城
郭
定
其
の
起
原

も
土
製
な
り
し
も
の
な
ら
姪
Q
垣
、
城
の
字
の
土
に
灰
へ

る
は
其
の
綴
由
を
語
れ
る
も
の
か
ご
思
は
れ
る
。
之
を
要
、

す
る
に
本
籍
の
綱
要
は
左
の
通
で
あ
る
。

　

一
古
代
支
那
入
は
「
城
郭
之
民
」
た
る
こ
ご
を
以
て
民
族

（　
的
稗
侍
ご
考
へ
た
る
ら
し
い
◎

二
都
邑
周
園
の
城
郭
築
造
に
は
こ
個
の
場
合
あ
り
て
、
周

（　
の
洛
邑
の
如
く
都
邑
螢
建
の
嘗
初
よ
b
築
造
す
る
あ
り

　
漢
の
長
安
の
如
く
先
づ
市
街
が
獲
達
し
て
而
し
て
後
に

　
之
を
圃
号
す
べ
く
築
造
す
る
こ
ご
も
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
プ
　
ラ
　
ン

三
漢
の
長
安
城
の
城
壁
の
李
面
圖
の
不
規
則
な
る
を
北
斗

（　
南
斗
の
形
に
象
る
ご
謂
ふ
は
高
息
の
解
鐸
ご
思
は
れ
る
っ

　羅
漢
の
未
央
宮
の
正
宮
門
が
、
支
那
宮
殿
の
南
方
に
正
宮

（　
…
門
を
置
く
習
慣
に
除
外
せ
ら
れ
て
、
北
闘
東
闘
の
名
詮

宮
聡
叡
ご
束
ご
に
開
か
れ
た
る
は
、
後
よ
り
長
安
城
を

　
築
造
し
た
る
が
爲
に
城
中
に
於
け
る
未
央
宮
の
位
遣
の

　
關
係
上
階
を
得
す
斯
の
如
く
改
め
定
め
ら
れ
た
る
も
の

　
な
ら
む
か
。

第
二
競

三
一
　
（
ニ
ニ
三
）



　
　
　
第
十
奮
　
　
研
　
究
　
　
瑠
境
頓
研
究

五
都
邑
の
城
郭
を
縣
の
創
造
せ
し
買
子
は
落
す
べ
か
ら
す

六
密
集
部
落
を
意
昧
す
る
邑
．
或
の
二
挙
の
原
始
的
意
義

（　
は
等
し
く
し
て
、
共
に
城
郭
あ
り
し
痕
蓮
を
認
め
難
い
。

　
但
し
都
．
國
の
こ
字
鳳
意
義
等
し
く
し
て
共
に
城
郭
あ

　
り
し
こ
ご
を
認
め
得
ら
る
、
Q

蛙
股
朝
の
首
都
こ
し
て
は
縮
以
前
の
も
の
に
は
位
澱
の
永

（　
｛
稜
性
溺
く
又
城
郭
の
存
在
を
認
め
難
い
。

ラ八
懸
盤
庚
の
般
輿
都
は
般
朝
こ
し
て
は
劃
代
的
の
も
の
に

（

　
　
　
　
　
　
　
第
二
號
　
　
　
三
二
　
（
ニ
ニ
煕
）

　
し
て
首
都
こ
し
て
の
位
置
の
永
綾
性
も
輩
固
こ
せ
ら
れ

　
設
備
も
亦
露
當
に
施
さ
れ
た
る
な
ら
む
。

聖
遷
郷
都
邑
の
城
郭
築
造
は
石
盤
庚
の
般
都
盤
…
建
に
濫
鵬

（　
す
る
も
の
に
は
あ
ら
ざ
る
か
。

　十
城
郭
あ
る
邑
を
も
邑
ご
呼
幸
す
る
警
慣
漸
次
に
起
り
居

（　
れ
ば
、
城
郭
あ
り
し
周
の
豊
邑
を
邑
ご
欝
せ
る
も
何
等

　
の
支
障
を
認
め
澱
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
大
正
十
四
年
三
月
二
日
四
更
稿
了
一

國
　
境

の

研

究

（
上
）

文
學
士
　
下

田

禮

佐

一、

?
境
の
超
源

國
家
は
、
普
遁
は
へ
世
舞
大
戦
後
敵
國
を
分
裂
せ
し
む

る
手
段
こ
し
て
濫
造
さ
れ
た
も
の
は
例
外
で
あ
る
が
）
、
細

小
部
落
、
　
「
小
民
族
が
あ
る
土
地
を
中
核
ご
し
て
起
う
、

後
に
そ
の
盛
な
る
に
随
っ
て
、
四
二
民
族
、
近
隣
部
落
が
、

そ
の
周
幽
に
結
紮
附
著
す
る
こ
、
こ
に
山
て
、
頒
大
さ
れ
盛

に
な
り
、
途
に
完
全
な
國
家
を
形
成
す
る
も
の
で
あ
る
。


